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訪問診療部、歯科助手の山口美也子です。

歯ブラシだけでは取り除けない歯石を機械で取り除き清潔にし、歯の

ないところに入れ歯や被せ物を入れる治療、虫歯の治療などの診療補

助作業をさせて頂いています。

お口の中の環境を良くしていく事で身体全体の状態も良くなっていき

ます。

ご自分で歯科医院に通院するのが難しい方でも訪問診療を利用する事

で歯科治療、口腔ケアを受けて頂けます。

良く噛んで、美味しく食事ができ、毎日明るく過ごせる様、今後もお

手つだいをさせて頂きたいと思います。

日野本町歯科医院 歯科助手 山口美也子
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お問い合わせ・ご依頼は

下記までご連絡ください。

〒191-0011

東京都日野市日野本町3-14-18

谷井ビル2F（1階がｾｲｼﾞｮｰ薬局の建物）

TEL.042-583-5237 FAX.042-583-5237

中央本線日野駅（1分）

診療時間 月 火 水 木 金 土 日 祝

10:00～13:00 ○ ○ 訪のみ ○ ○ ○ 休 ○

14:30～20:00 ○ ○ 訪のみ ○ ○ ~19:00 休 ○

（夏期・年末年始は除く）

http://www.hino-honmachi-dental-clinic.jp

寒い日が続く今日この頃ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

この時期はちょっとしたことで体調を崩しやすいです。普段から適度な運動を行い

しっかりと食べられるように、お口の健康を保つことが重要だと思います。

今回の季刊誌では、当医療法人の特別顧問である深山先生が歯科治療でお口の環

境を整えることが、一見関係のないような病気にも影響があることを示す最新の興味深

い話題を掲載しております。ぜひ一読いただければと思います。

お口の中の健康を保つことが、全身の健康維持に繋がります。

なにかお困りのことがあれば日野本町歯科医院にぜひご相談ください。

本年も日野本町歯科医院をどうぞよろしくお願いいたします。

日野本町歯科医院

火曜日、水曜日、金曜日
9時～17時（要相談）



当院特別顧問 東京医科歯科大学名誉教授 深山治久

特別顧問の深山（ふかやま）です。今回はアルツ

ハイマー病と歯科についてお伝えします。

正式にはアルツハイマー型認知症と言いますが。

わが国ではこの病気に５００万人の高齢者が罹って

います。それまで活躍してきた方が、次第に記憶力

が弱くなり、物忘れが進み、日常生活に困る状態に

なります。皆さんの周囲にもアルツハイマー病の方

がいらっしゃるのではないでしょうか。現在のとこ

ろ、積極的に治療する方法はなく、進行を食い止め

るために数種類の薬剤が使われているだけです。

アルツハイマー病にならない、すなわち予防法はあるのでしょうか？

７月に九州大学から、歯周病（歯槽膿漏）の原因となる細菌の増殖を抑えれば、予防できるだろ

うとの論文が発表されました（Journal of Neurochemistry、 22 May 2020）。それによれば、歯周

病の原因となる細菌（ジンジバリス菌）をラットに投与し続けると、アルツハイマー病の原因と考

えられているアミロイドβが脳内に取り込まれるというものです。この結果を解釈すると、歯周病

の原因菌を少なくすればアルツハイマー病に罹りにくくなるということになります。つまり、成人

の８割が罹っているとされる歯周病の治療をしっかり受けると、アルツハイマー病も予防できるこ

とになります。

口の中が常に乾燥する「ドライマウス」の人が増えています。

ドライマウス
かなと思った
ら、放置せず
に歯科医院に
相談してみま
しょう。

唾液のパワー
歯科治療はアルツハイマー病を予防する

お口の状態は加齢や服薬などによって、大きく影響を

受けます。更年期前後から加齢により唾液の分泌が減少

しますが、これにより唾液の抗菌作用や自浄作用が低下

し、ムシ歯や歯周病になり易くなります。更に口臭や粘

膜の感染症、味覚障害、嚥下障害などを生じる事があり

ます。唾液の減少を生じる事がある薬剤としては、抗う

つ病薬、抗不安薬、抗パーキンソン病薬、抗高血圧薬、

抗利尿薬、抗コリン作用薬、抗痙攣剤、睡眠薬などが挙

げられます。また、他の原因としてはシェーグレン症候

群や放射線障害、喫煙、飲酒、精神的ストレス、運動不

足などが挙げられます。これらについての治療（対策）としては①シェーグレン症候群や放射線障害によ

る口腔乾燥症に対してはサリグレンやエボザック（セビメリン塩酸塩水和物）の唾液分泌改善効果のある

薬剤の使用を試みます。②喫煙、飲酒、精神的ストレスなどに対しては、それらの改善を行います。③加

齢や薬剤による唾液分泌減少に対しては、唾液腺マッサージ、薄い酢水によるうがい、食事に酢を加えた

料理を加える事、水で湿らせたガーゼマスクをする事、加湿器で室内の湿度を上げる事などが有効である

と考えられますが、重度の口腔乾燥症に対しては、サリベートなどの人口唾液や保湿ジェルの塗布により

粘膜表面からの水分の喪失を防ぎます。④味覚障害に対しては亜鉛を含むサプリメントがお勧めです。

加齢や服薬などによる口腔環境の変化について

歯学博士 歯科医師：根本 徹

～ドライマウスは危険です～


